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第27回 愛教研小・中学校道徳教育研究大会

基調提案

よりよく生きるための基盤となる道徳性が育つ道徳教育の研究

ー 学びがいのある道徳科の授業を要として ー

愛媛県教育研究協議会道徳委員会 研究部 小島啓明



【令和5年度】

よりよく生きるための基盤となる道徳性を養う道徳教育の研究

ー 学びがいのある道徳科の授業を要として ー

【令和6年度】

よりよく生きるための基盤となる道徳性が育つ道徳教育の研究

ー 学びがいのある道徳科の授業を要として ー



【研究主題】
 

よりよく生きるための基盤となる道徳性が育つ道徳教育の研究

ー 学びがいのある道徳科の授業を要として ー



【主題設定の理由】

➀ 社会情勢

➁ 学習指導要領に書かれていること

➂ その上で私たちが大切にしたいこと



【主題設定の理由 ｰ 社会情勢 - 】

○ 多様な価値観や文化が複雑かつ密接に絡み合う

○ 他者と協働しながら考える

○ 自らよりよく課題を解決する力が不可欠

○ 多面的・多角的に考え判断する力の必要性

○ 心構えや身構えを持って行動する子どもの育成



【主題設定の理由 ｰ 学習指導要領 - 】

     
 道徳教育と道徳科（学習指導要領第1章 総則の第1の2の⑵の3段目より）

「よりよく生きるための基盤となる道徳性を養うこと」
 

  「道徳科を道徳教育の要として実効性のあるものとする
     には、道徳科の特質を踏まえた授業を実践」
 



【主題設定の理由 ｰ 学習指導要領 - 】

【要となる道徳科 学習指導要領「第3章 特別の教科道徳」の「第1 目標」より）】

道徳性を養うため、道徳的諸価値についての理解を基に、自己を
   見つめ、物事を（広い視野から）多面的・多角的に考え、自己（人
   間として）の生き方についての考えを深める学習を通して、道徳的
   な判断力、心情、実践意欲と態度を育てる。※（ ）は中学校

（そのためには）

・ 補ったり、深めたり、発展させ統合させたりすること

⇒   計画的・発展的に道徳科の指導を進めていくこと



【 主題設定の理由 ｰ 私たちが大切にしたいこと - 】

これからも大切にしていくこと

○「道徳教育や道徳科」を充実させること
・各校が目指す道徳教育目標を達成するため

○「学びがいのある授業」を充実させていくこと
・対話の在り方を「要」として

⇒・「共に考え、語り合う場」の設定
・道徳的価値の自覚を深める



【学びがいのある授業を充実させていくために】

○「学びがいのある授業」の捉え

・ 真剣に考えることができた時間

・ 自分の思いや考えが素直に誠実に発言できた時間

・ 自分の思いや考えがみんなに認められた時間

・ 自分がもっていない価値観に出会えた時間

・ 道徳的価値の大切さを再認識、再確認できた時間

・ 守るべき道徳を自らが納得してつくることができた時間



研究の視点

Ⅰ 道徳教育の推進と充実

Ⅱ 学びがいのある道徳科の授業の充実
 

Ⅲ 開かれた道徳教育の充実



【研究の視点Ⅰ 道徳教育の推進と充実】

⑴ 校長の方針の下、道徳教育推進教師を中心とした、道徳教
育の推進体制を確立

⑵ 各校の実態及び特色を生かした、全体計画・年間指導計画
などを作成

⑶ 重点内容項目を意識し、各教科等との横断的な学びを実現

⑷ 道徳科の目標を基に「学びがいのある授業」が実施に向け
ての研修を推進



【研究の視点Ⅰ 道徳教育の推進と充実】

道徳に関する各校の取組

各校が目指す道徳教育目標の達成

道 徳 教 育 道 徳 科

【教育活動全体の中で】
・実効性のある「道徳教育」
・子どもの成長の見取り

【校内研修の充実】
・道徳科の目標（要の意識）
・「学びがいのある」授業のために

【校長のリーダーシップ】
・推進体制の整備
・諸計画の策定と運用

【重点内容項目を意識】
・教育活動との関連の明確化
・各教科等横断的な学び



【研究の視点Ⅰ 道徳教育の推進と充実】

重点内容項目をマーキングすることによって、視覚的に

どういうことが関連しているか、意識付けできる。



【研究の視点Ⅰ 道徳教育の推進と充実】

【校内研修は、目的を明確にして実施する】
〇 道徳教育の重要な役割について認識し、要となる道徳科の役割を明確にすること
を通して、よりよい指導内容と指導方法の充実を図る。
〇 道徳的諸価値についての理解を基に、多面的・多角的に考える実践を通して、自
己を見つめた児童生徒からの意見を引き出す方法について探る。 など



【研究の視点Ⅰ 道徳教育の推進と充実】



【研究の視点Ⅱ 学びがいのある道徳科の授業の充実】

⑴ ｢個別最適な学び｣と「協働的な学び」を一体的に充実

⑵ 明確な指導観を持ち、「指導と評価の一体化」を図る

⑶ 多様な価値観に触れる

⑷ 道徳的諸価値の理解を深め、 自分との関わりで道徳的価値

を捉え、 自己の生き方を考える



【研究の視点Ⅱ 学びがいのある道徳科の授業の充実】

 ⑴ ｢個別最適な学び｣と「協働的な学び」を一体的に充実

○｢個別最適な学び｣… 子どもの学習進度等に応じて重点的な指導
を行ったり、教材の柔軟な提供・設定をする。

＋

○「協働的な学び｣ … 探究的な学習や体験学習等を通じ、子ども
のよさや、可能性を生かす。

     一体的に実施していくことで、「考え、議論する道徳」を目指す



【研究の視点Ⅱ 学びがいのある道徳科の授業の充実】

子どもの実態に応じたワークシートを準備し、子ども自身が使用するものを選択



【自分の気持ちを表現する】

○ 日々の積み重ね
○ 授業づくり が大切

4／16 9／17 10／15 2／18



【研究の視点Ⅱ 学びがいのある道徳科の授業の充実】

 
  ⑵ 明確な指導観を持ち、「指導と評価の一体化」を図る
  ○「授業づくり ～ 授業後までの流れ」

・子どもの発達の段階を踏まえる。

・道徳科の特質を十分に考慮した学習過程、指導構想

・ねらいとする道徳的価値について考えを深める時間

＋
○「子どもにとっての評価、教師にとっての評価」

・子どもの学習状況や道徳性に係る成長の様子を把握

・授業改善に生かす「評価」

「指導と評価の一体化」



【研究の視点Ⅱ 学びがいのある道徳科の授業の充実】

① ねらいとする道徳的価値について
の指導者の捉え

② ねらいとする道徳的価値を子ども
の実態に重ねたとき、どのようなこと
が求められるのか。

⑤ 本時のねらいは何なのか。

⑥ この授業は、どのような評価をする
のか。

④ 授業では、どのように工夫し、指導
するとよいのか。

③ 本時で扱う教材をどのように解釈
しているか。



【研究の視点Ⅱ 学びがいのある道徳科の授業の充実】

【ねらい】
「わたし」のミニトマトに対する愛着を感じて、植物を大切に世話することにつ
いて発表し合いながら動植物愛護について考える。そして、野菜を植える経験
から、優しい心で接しようとする心情を養うために、動植物愛護についての自
分の価値観を改めて明確にする。

【評価】
● 「わたし」がミニトマトを植えるときに感じたことについて発表
   し合いながら生き物との接し方について考えられているか。
● 「わたしの思い」に触れることやミニトマトを植える経験を通

     して、動植物への接し方についての自分の価値観を改めて明
     確にできているか。

ねらいと評価の整合性



【研究の視点Ⅱ 学びがいのある道徳科の授業の充実】

⑶   多様な価値観に触れる

→ 様々な視点から理解し主体的に学習に取り組む

              ・どのような見方をすればよいか

・多面的・多角的な見方

・他者の考えを理解する

＝ 対話による
＝ 視覚による



【研究の視点Ⅱ 学びがいのある道徳科の授業の充実】

   ⑷ 道徳的諸価値の理解を深め、 自分との関わりで道徳的価値を
捉え、 自己の生き方を考える

○ 道徳的諸価値についての理解

→ 価値理解・人間理解・他者理解（3つの理解）

      ○ 自分との関わりで道徳的価値を捉え、自己の生き方を考える

→ 自身の体験や感じ方や考え方を想起しながら



【命のトランジットビザ C-18】

杉
原
千
畝
の
写
真

杉
原
千
畝
の
写
真ユダヤの

人々の写真

【ねらい】

〇 ビザを発行した杉原千畝の生き方を通して、世界の人々と接していくとき
の思い（あらゆる場で協働するよさ）を大切にしようとする心情を育てる。



【命のトランジットビザ C-18】

杉
原
千
畝
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真

ユダヤの人々
の写真



【命のトランジットビザ C-18】

杉
原
千
畝
の
写
真

杉
原
千
畝
の
写
真ユダヤの

人々の写真

今日、人の正しいやるべきことは、困っている人を助け
ることが大事だということがわかりました。「六千人の命
のビザ」でいうのであれば、杉原さんがビザを発行すると
いうことです。

どの国の人でも困っているのなら、手をさしのべるとい
う行動は、人として正しい行動だと思います。学校生活で
あれば、困っている人の相談にのることだし、家庭生活で
いえば、お母さんのご飯作りを手伝ったりすることだと考
えます。
  僕もそのような行動をとりたいなと思います。



○ ３つの理解
○ 自己を見つめる
○ 多面的・多角的に考える

(多様な価値観との出会い )
○ 自己(人間として)の生き方について考える
○ 自分自身のよさに気付く

○ 授業の質を高めていく
○ 共に考え、語り合う「場」
○ 教材にマッチした学習方法・形態
○ 思考ツールやICTの活用など

【個別最適な学び、協働的な学びのために】

【多様な価値観に触れる】

ねらいの確認・授業実践

【明確な指導観の確立】
○教師の価値理解
○児童生徒理解
○教材研究など

【評価】
○指導と評価の一体化
○学習状況（学びの過程）
○道徳性に係る成長の様子
○授業改善（検証・内省）

【研究の視点Ⅱ 学びがいのある道徳科の授業の充実】



【研究の視点Ⅲ 開かれた道徳教育の充実】

⑴ 地域と連携し、道徳教育を推進する

⑵ インクルーシブ教育の観点や人と人との関わり

⑶ 保護者・地域への積極的な発信

【キーワード】

○ 学校内で開くこと

○ 家庭や地域社会に開くこと



稲穂がこうべを垂らす豊かな実り、目指すは「よりよく生きる基盤となる道徳性が育つこと」
それは「考え、議論する道徳」⇒「学びがいのある授業」を要とする

子どもの道徳性が育つ「学びがいのある授業を創るために」
○ 「考える道徳・議論する道徳」
○ 各学年の発達の段階に応じた授業を展開する。
（そのために…）
・道徳的諸価値そのものの理解や児童生徒理解、教材研究
等、明確な指導観を持つ。
・多様な価値観に触れる
・「価値理解」「他者理解」「人間理解」の学びの場の確実
な保障により、ねらいとする道徳的価値の理解を深め、自
己（人間として）の生き方について考えさせる。
・自分の中で、よりよく生きようとする力があることに気付か
せる。（道徳的価値の自覚）
・子どもの学習状況や道徳性に係る成長の様子を継続的に
把握するように努め、本時のねらいや展開と関連付ける。
・目的に応じた教材教具の開発と活用する。 道徳教育の推進と充実

○ 校長の方針の下、道徳教育推進教師を中心として、道徳
教育推進体制を確立

○ 各校の実態及び特色を生かした、諸計画の作成
○ 重点内容項目を意識し、各教科等との横断的な学びの
実現

○ 校内研修等の充実

開かれた道徳教育
○ 重点内容項目を意識し、各教科等との横断的な学びを実
践していく。
○ 子どもの道徳的行為を支える思いの意味付け
（ ＝ 道徳指導による種まき ）

○ 様々な人との関わりを大切にする。

子どもの道徳性が育つ「学びがいのある授業」とは
○ 真剣に考えることができた時間

○ 自分の思いや考えが素直に誠実に発言できた時間

○ 自分の思いや考えがみんなに認められた時間

○ 自分がもっていない価値観に出会えた時間

○ 道徳的価値の大切さを再認識、再確認できた時間

○ 守るべき道徳を自らが納得してつくることができた時間

よ
り
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く
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き
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愛顔あふれる子どもたちの

幸せな未来のために･･･
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